
言語活動の設定 

１ 物語文の系統（傍線部は、『お手紙』に関わる内容） 
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上記の表は、白井が物語文を指導する際の「知識・技能」や「見方」となる系統です。便宜上一学年

ごとに区切っていますが、児童の実態や扱う教材によって学年の入れ替えがあります。また、既習の内

容をくり返し発揮できるように仕組むことで、習得・活用のサイクルを回すことができます。 

 

２ 映画化という言語活動 

 児童の活動としては、「劇化」と近いものになります。映画を撮るとなると、ざっくり次のような過程

をたどります。 

①【事前準備】企画を具体化して脚本にする。人材や機材を集め、それぞれの準備を行う。 

②【撮影】シーンごとに撮影する。 

 ③【仕上げ】音響と視覚を足し、膨大な撮影データを編集作業でつなげる。 

 この過程の中に、国語科としての学びを得る場面は様々にあります。例えばオリジナルの脚本を書く

なら、物語の構成を考える力が身に付きます。より良い演技を求めて撮影するならば、場面の様子を想

像したり、登場人物の人物像を理解したりする力が求められます。カメラマンは視点人物を表し、編集

作業は推敲の効果があります。 

 今回は２年生での実践のため、指導事項と関係性が薄い作業は割愛したり、指導者が担ったりしてい

ます。高学年や或いは中学生などには、脚本から編集まで求めても面白いかもしれません。 


